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写真３　ジャノヒゲ（根と葉下部） 写真４　ヤブラン（花） 図 1　成分の構造式
ジャノヒゲ   Ophiopogon japonicus  (Thunb.) Ker Gawl.
（ユリ科 Liliaceae）
[APG 分類体系 : キジカクシ科（クサスギカズラ科）Asparagaceae]
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野山の花 — 身近な山野草の食効・薬効 —
を含む東アジアからフィリピンの森林に広く分




























は ん げ こ う ぼ く と う
夏厚朴湯
などに使われます。成分としては，ステロイドサポニンの ophiopogonin A, B, B’, C, C’, D, D’ など，
ホモイソフラボノイドの ophiopogonone A, B, methylophiopogonone A, B, ophiopogonanone A, 




ジャノヒゲ属やヤブラン属は，新しい APG 植物分類体系 注 1）ではキジカクシ科（クサスギカズラ科）
に移されています。
写真５　生薬：バクモンドウ（麦門冬）
注 1） APG 植物分類体系：1998 年，APG（Angiosperm Phylogeny Group; M.W. Chase ら）によって発表さ
れた葉緑体 DNA や核 DNA の遺伝子情報に基づいた新しい分類体系。2003 年に改訂版 “APG Ⅱ ”，2009 年
に “APG Ⅲ ”，2016 年には “APG Ⅳ ” が出されている
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